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令和元年度第１回赤平市総合教育会議議事録 

▼日時：令和元年１２月２４日（火）午後４時００分〜午後４時４０分 

▼会場：赤平市役所庁議室 

▼出席者 

 （構成員） 

市  長   畠 山   渉 

教育委員   山 本 由美子 

教育委員   瓜   郁 夫 

教育委員   坪 谷 嗣 香 

教育委員   髙 澤   司 

教 育 長   高 橋 雅 明 

（事務局） 

総務課長   熊 谷   敦 

庶務担当主幹 桜 庭 敏 夫 

（企画課） 

企画課長   林   伸 樹 

（教育委員会） 

学校教育課長 大 橋   一 

社会教育課長 野 呂 道 洋 

▼内容 

○ 総務課長 

   本日は，お忙しいところお集まりいただき誠にありがとうございます。 

   只今から，令和元年度第１回赤平市総合教育会議を開催させていただきます。 

   会議に先立ちまして，畠山市長よりご挨拶を申し上げます。 

 

１ 市長挨拶 

○ 市長 

   皆様，本日はご苦労さまでございます。 

   令和元年度の第１回目の赤平市総合教育会議を開催するにあたり一言ご挨拶

申し上げます。 

本日は，お忙しいところ，ご出席いただきありがとうございます。今年１年，

本市の教育行政に関しまして大変お世話になりましたことに改めて感謝を申し

上げたいと思います。 

   また，平成２７年度から新しい教育委員会制度がスタートいたしまして，４年

半が経過したところでございますけれども，教育長をはじめ，各教育委員皆様に

におかれましては，新制度に基づきました適切な運営を行っていただき，重ねて

感謝を申し上げる次第であります。 

昨年度の総合教育会議では，平成３１年度実施予定の教育関係の主要事業でご
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ざいますけれども，赤平市しごと・ひと・まち創生総合戦略関係事業６事業とそ

の他教育関係事業といたしまして１事業であったと思いますが，この総合教育会

議でご協議いただいており，それぞれ計画に基づき事業を進めてきたところでご

ざいますが，皆様のご支援・協力に感謝申し上げる次第でございます。 

また，教育の喫緊の課題でございますけれども，少子化によります児童生徒の

減少等から，学校の適正規模が図られるよう「赤平市立小・中学校適正配置計画」

に基づきまして，昨年７月に統合中学校が完成し，小学校につきましては，令和

４年度当初の統合を目指し統合小学校整備事業を進めているところでございま

すけれども，引続きご協力いただきたくお願いを申し上げる次第でございます。 

今日の議題でございますけれども，「令和２年度実施予定の教育関係の主要事

業について」でございますが，財政状況が厳しい中でございますけども，大綱に

掲げました基本方針を実現するために，皆様のご意見をいただければと考えてご

ざいます。 

最後になりますけれども，教育の推進にあたりまして，今後も十分な協議を行

いながら進めてまいりたいと考えておりますので，ご協力の程よろしくお願いい

たします。 

以上簡単ではございますが，開催に当たりましてのご挨拶とさせていただきま

す。 本日は大変ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

 

○ 総務課長 

   ありがとうございました。 

   それでは，早速会議次第によりまして議事に入りたいと思います。議事の進行

につきましては，赤平市総合教育会議の運営に関する要綱 第４条第１項の規定

によりまして，市長が議長となり進めさせていただきます。 

市長，よろしくお願いいたします。 

 

２ 議題 

 ⑴ 令和２年度実施予定の主要事業（教育関係）について 

○ 市長 

   それでは２番目の議題に入りまして，令和２年度実施予定の教育関係の主要事

業についてでございます。学校教育課長の方から説明お願いいたします。 

 

○ 学校教育課（大橋課長） 

   市長が提案する協議事項としまして、令和 2年度実施予定の教育関係の主要事

業について、説明いたします。 

   別紙資料をご覧願います。 

  ①人材育成・定住促進奨学金制度についてです。 

事業の概要及び事業の進捗状況につきましては資料に記載のとおりであり、平
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成 28 年度より制度を開始いたしましたが、現在の貸付者は 37 人となっておりま

す。また、本年度返還開始 4 名の内、1 名が市内居住・市内企業等就労で全額免

除、2名が市内居住・市外企業等就労で半額免除となっております。 

   なお、令和 2年度実施予定の内容につきましては、令和元年度と同様に実施い

たします。 

②高等学校等通学費等支援事業についてです。 

   事業の概要及び事業の進捗状況につきましては資料に記載のとおりであり、平

成 28 年度より事業を開始いたしましたが、本年度の支援の状況は、四半期の二

期目分まで支給を終えており、現時点で 205 人に対し支給しております。 

   なお、令和 2年度実施予定の内容につきましては、事業を継続するとともに支

給額の増額についての検討を進めて参ります。 

③公設塾の開設についてです。 

   事業の概要及び事業の進捗状況につきましては資料に記載のとおりであり、平

成 30 年 9 月より公設塾を開設いたしましたが、本年度は、年間を通した学習の

機会を提供するため、5 月から来年 2 月までの 10 ヶ月間に拡大して開設してお

ります。 

   なお、令和 2年度実施予定の内容につきましては、開設期間は令和元年度同様

とし、中学生を対象とした「公設学習塾」につきましては、従来の数学のみの教

科から英語を追加した 2教科に拡充して開設するため、費用を予算計上する予定

であります。 

④学校ＩＣＴ環境整備事業についてです。 

事業の概要及び事業の進捗状況につきましては資料に記載のとおりであり、平

成 28 年度は小学校に児童用タブレット端末 18 台、中学校に教師用タブレット端

末 4台、平成 29 年度は小学校に 78 台、平成 30 年度は小学校に 58 台、中学校に

デスクトップ端末 35 台を含む 75 台、本年度は小学校に教室用ノートパソコン 13

台を配置しました。 

なお、令和 2 年度実施予定の内容につきましては、小学校タブレット端末 134

台、中学校タブレット端末 40 台及びパソコン教室デスクトップ端末 35 台のリー

スを継続し、総額 7,336 千円を予算計上する予定であります。 

⑤学校施設整備事業についてです。 

事業の概要及び事業の進捗状況につきましては資料に記載のとおりであり、小

学校統合につきましては、令和 4年度からの 3小学校新築統合を目指し、統合準

備委員会を立ち上げ協議を進めているほか、「統合小学校実施設計業務」に着手

しております。 

なお、令和 2年度実施予定の内容につきましては、統合小学校の建設工事に着

工予定であり、令和 2年度と令和 3年度の建設工事費総額で 2,747,261 千円を予

算計上する予定であります。 

⑥芸術文化鑑賞事業についてです。 
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事業の概要につきましては資料に記載のとおりであり、日本遺産の構成文化財

になっている旧住友赤平炭鉱立坑やぐらなどを舞台にしたアニメ映画「ぼくらの

7 日間戦争」の上映会を交流センターみらいにて市民を対象に無料で行う事業で

あり、令和 2年度の事業費として 205 千円を予算計上する予定であります。 

⑦総合体育館機能診断委託事業についてです。 

   事業の概要につきましては資料に記載のとおりであり、総合体育館は昭和 61

年に建設され 33 年が経過しており、今後、鉄骨鉄筋コンクリート造の耐用年数

である 60 年程度使用するには、適切な時期に計画的に修繕や大規模改修等の工

事をする必要があります。この事業は、総合体育館の劣化の状態などを把握する

ため機能診断を委託する事業であり、令和 2年度の事業費として 4,587 千円を予

算計上する予定であります。 

 なお、今回の提案事業につきましては、今後の予算協議等において、事業費な

どが変更になる可能性がありますので申し添えます。 

以上で、令和 2年度実施予定の教育関係の主要事業についての説明を終わりま

すので、よろしくご協議をお願いいたします。 

 

○ 市長 

   ただいま令和２年度の実施予定の教育関係の主要事業について説明申し上げ

ましたけれども，これにつきまして協議いただければと思います。 

ご質問等ございますでしょうか。 

 

○ 瓜委員 

③公設塾の開設についてですけれども，今，数学をやっております。今年，函

館で教育委員会があった時に赤平でやっていますと言いましたら美唄の教育委

員さんから質問がきまして，公設塾の成果はいかがですかと聞かれたものですか

ら，たいそういいですから美唄さんもやってくださいと話をしたんですけど，た

しかに，数学の塾を見させていただきましたけれど，非常にレベルの高い親切な

教え方をしているなと感心してまいりました。私の時代にもあのような方がいれ

ば良かったなと思った次第であります。そして今年は英語が加わっていますが，

英語を教えるだけでなくて，教育の三本柱に学校教育，社会教育，家庭教育がご

ざいますけれども，今まで家庭教育に教育委員会は立ち入れないところがありま

して，非常に難しいですけれども，家庭教育にも何か教育委員会のお手伝いでき

ることがないかと考えております。それで例えばもう少しゲームの時間を短くす

るとか，それによって成績が上がるような気がしますし，家庭教育には立ち入る

ことが難しいゆえに疎かにしていたのかと反省をしております。 

英語，数学，それに国語力というもの，これは学校の先生にお願いすることで

すけれども，国語力というもの，もっと工夫があっても良いのではないかと思っ

ております。本を読む習慣，新聞を読む習慣もつけていただきたいと思います。 
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藤原正彦というお茶の水女子大学の名誉教授なんですが，国語力をもっとつけ

ろと常々言っております。日本を代表する国際人として新渡戸稲造，内村鑑三が

出てくるんですけど，なぜ国際人になれたかというと日本の文化というものを非

常に深く理解しているからだと言っておりました。そういうようなことからも力

をつけていただきたいと思います。 

 

○ 市長 

   家庭教育についてなかなか立ち入ることが難しいところがあるけれども何と

か後押しするということ，国語力ももう少し工夫があってもということですが，

たしか，漢字検定を始めたのかなと思っておりますけれども，数学，英語と併せ

て国語についてももう少しとのことですか。生徒の方達は何級，何級と漢字検定

についてはあると思いますがチャレンジしている。徐々に工夫をされていってい

るのかと思っております。学校教育の方で特段何かありますか。 

 

○ 学校教育課長 

   漢字検定の部分なんですけれども，学年を限定しているんですね赤平の場合，

小学校は５年生，中学校は２年生で英検というパターンできているんですけれど

も，中空知の状況として課長会議がありまして状況を確認したところ，３年生以

上中学校３年生まで全学年，児童生徒数も赤平より少ないですから，５市４町で

すね。滝川，砂川，芦別ではやってはいないですけれども上砂川，新十津川等，

町はほとんどの学年で助成していますし，一般質問のなかでも学年の拡大いとい

う要望された議員さんもいるんですけれども，学校とも今後協議して，学校とし

ては学年を拡げるということに体制的に難しいと言われたことはあるんですけ

れども，今後もし可能であれば対象学年を拡大する方向でいきたいなと思ってい

ます。 

 

 ○ 坪谷委員 

   希望者は全学年受けられるようになっているんですけれども茂尻なんですけ

ど，助成していただければもちろんありがたいことと思うんですけども，先ず，

受験できる機会を設けていただいたことにありがたいと思っております。各学校

によって違うのかなと，そこまでは把握していないですけど，茂尻は希望者全員

受けられる状況だと思いますのでありがたく思っております。  

 

○ 市長 

  そのほか，いかがでしょうか。 

 

○ 山本委員 

  ②高等学校等通学費等支援事業というところで，この事業は本当にすばらしい
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事業だと思っております。赤平高校が廃校になりましてから他市への通学が殆ど

ということになってしまいまして，今，進学率も非常に高く，中学校の先生に聞

いたら殆ど１００％に近い進学だと思うんですよね，赤平市全体を見回したとき

に，低所得の方と言うですか，なかなか生活が大変な方が非常に多いと伺ってお

りますので，非常にありがたいのではないかと思います。ある人に聞いたら月５

千円というけど年間６万円だよ，大きいんだよと喜んでいただいたので，これは

継続することが大事なんだなと思っております。今後，児童数がだんだん減少し

てくることもありますので，次年度のところで継続するとともに増額を検討とい

うことですので，全体的な予算もあるんでしょうが千円でも２千円でも増額して

いただけたら，きっとお母さんたちは助かるんではないかと思いますので，是非

ここは進めていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

○ 市長 

  通学費の方は月５千円なんですけど住民懇談会等でお話を聞いたんですが，５

千円以上実は掛かっている，ＪＲとかでも７，８千円になっているとの実態をお

聞きしておりましたので，今，教育委員会の方で中身について経費がどのくらい

かかっているのか精査しており満額の支給は予算の関係もあり難しいと思いま

すが，今調査いたしましてできる限りの支援をするよう，市内に高校がなくなっ

てしまいましたので，他市に通っておられる生徒さんの親御さんの負担はかなり

のものかなと思います。 

芦別は全額だったんですけど，聞くところによると通学費について変わってく

るのかもしれないのかなと，今後はたしてどのように変わるのかなと思っていま

す。 

  その他，いかがでしょうか。 

 

○ 坪谷委員 

  ④学校ＩＣＴ環境整備事業についてですが，平成２８年度から小学校にタブレ

ット端末を導入し始めたとのことで，赤平は他市と比較しても早い段階でＩＣＴ

の導入を進めてきた市だと思っているんです。今，小学校では一人 1台使用する

ことができるぐらいの充実を誇っているんですけれども，そういう環境を整えて

いただいてありがたく思っていますし，今，学校訪問などで授業参観を見せてい

ただいた時に先生たちがタブレット端末を授業に活用している姿もちょこちょ

こ見られるようになったし，先生たちも使い方を学ばれて使いこなせてきたなと

の印象なんですね。今後は児童生徒一人ひとりが授業のなかでどう使用していく

かということが課題として残っていると思うんですけれども，先生方の授業の進

め方とか生徒にどう使わせていくとかを，もうちょっとスキルアップが必要かな

と感じているところです。今後，小学校ではプログラミング授業を正式に導入さ

れていくことが決まっているんですけれども，そういう関係もありますんでＩＣ
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Ｔの充実というのをこれからも継続していただいて赤平の教育の特色の一つと

して他市に誇れるものがあっていいのかなと考えているところです。よろしくお

願いいたします。 

 

○ 市長 

  ＩＣＴについてはタブレットをそれぞれ 1台配置しており，充実しているとの

話でございましたけれども最近はプログラミング教育が進んでおり 2020 年から

必修化されると思いますが，先生たちもどういうふうに取組んで行くのか，専門

的な分野になってくるとは思うんですけど，多分プログラミング教育というのは

子ども達にプログラムを通じてソフトウエアを作らせるということだけではな

く論理的思考ということで，私もプログラミングはやるんですけど，上から順番

に動いていくんですね。自分が作ったものを正しいと思って組んだプログラムが

時として動かない場合がある。止まってしまうという時に論理的な思考も養われ

るんですが，直さなければいけないというのがあるので論理的な思考ともう一つ

批判的思考というのがあるんですね，論理的思考，そして批判的な思考を養って

いくのがプログラミング教育の狙いなんだなと思っております。注意してみてお

りどのようになるか興味はあるところです。地方はおいていかれないようにして

いかなければならないと思っています 

  そのほか，いかがでしょうか。 

 

○ 高澤委員 

  ①人材育成･定住促進奨学金制度に関してですけれども，是非，今後とも継続

してやっていただいて，私は民間に勤めているものですから余計こういうのは今

後の赤平市には絶対に必要なんだなと感じます。娘が大学生なんですけれどもす

ごくお金がかかるんですね。ただ，1 年間の娘の成長というのはすごいなという

のも改めて感じているのが現実です。こういうこと是非，継続していただいて少

子化ですとかいろいろありますが，これ以上赤平から人口を減らさないためにも

事業を継続していただきたいなと思います。 

また最後の方に体育館のことも書かれていましたけれども高校１年生の時に

体育館が建ったのを今でも覚えているんですけど是非，体育館を直していただい

て，今年たまたま消防の関係で平岸小学校の体育館を利用させていただいて訓練

したんですけど体を動かすことの大切さを改めて思いましたし，是非，赤平の子

供たちに体を動かすことの大切さ，それから勉強することの大切さを，先ほど，

できる他府県の子って勉強もできるしスポーツもできるんだよねってお話をし

ていたんですけど，是非，そうゆう環境づくりをやっていただきたいなと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

 

○ 市長 
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  人材育成･定住促進奨学金制度，赤平市に就労していただいた場合は免除をす

るという制度でございますが，これも引続き継続してはとのことですが，また，

総合体育館ですか，国体の柔道，東日本の実業団の柔道もやっています。昭和６

１年に建ったんですけど耐用年数があるんですけど，なにもしなくても６０年と

かもつものではなくて半分くらいのときに大規模改修をして耐用年数までもつ

ものであり，それにあたっては中の設備も老朽化してくるので併せて考えていか

なければならないので，これにつきましても機能診断を行いながら進めていかな

ければならないと思っております。 

  そのほか，いかがでしょうか。 

 

○ 瓜委員 

赤平の子は学力が劣ると言われているんですけど秋田が先進地としてもては

やされております。先進地視察というのをやってもらえないものですかね。学校

の先生だとか。先生は転勤があるので視察にいった翌年に転勤になっては困りま

すけれども，先進地を視察することによりかなりの効果が得られているみたいで

すのでそういうようなことも考慮にいれていただけませんでしょうか。 

 

○ 学校教育課長 

  ９月の議会である議員さんから一般質問で同じ要望がありまして，その後，教

育委員会と校長会と協議した結果，校長会としても是非，視察させていただきた

いという意向でしたので，人数にしては４校ありますので各学校２名，教育委員

会職員が１名の９名ということで予算要求をしていこうということで教育委員

会内部では協議しておりまして，それにつきましては２月の教育委員会議の中で

全体の予算をお示しすることになるんですけど，その中にも先進地視察というこ

とで秋田県付近の旅費を予算要求することとしております。 

 

○ 瓜委員 

  是非お願いしたいと思います。ただ先生は転勤がありますからそのあたりも考

慮に入れていただきたい。 

 

○ 市長 

  そのほか，いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

  教育委員会の中で予算に関係する議論がございますので，予算要求していくも

のは予算要求していく，必要なものは実施して行きたいと，先ほどありました２

月の教育委員会議で提案になろうかと思いますが，本市の新たな総合計画におい

ては，「ともに学び合い豊かな心を育むまち」など５つの基本目標を掲げ，政策を

実行していくこととなりますが，今後も，教育委員会と市長部局が一体となり，

様々な政策を展開していかなくてはならないと思っておりますので，教育委員の
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皆様のご協力をよろしくお願いしたいと思っております。 

それでは，議題（１）は終了してよろしいでしょうか。 

 

⑵ その他 

○ 市長 

次に，その他でございますけれども，本日，協議した以外のことで，何かご意

見等はございませんか。 

 

○ 坪谷委員 

学校教育に関しての全体的な考えなんですけれども，この数年，教育の内容が

激変するぐらい変わってきていますけど，道徳が教科になったりだとか，小学校

の英語教育が始まって，プログラミングが入ってきて，数年前と比べるとすごい

スピードで変わっているなと印象があるんです。そういう流れに遅れないような

柔軟な対応をしていかなければいけないんじゃないかと普段から考えておりま

して，いろんなことが変わってきたなと感じております。 

タブレットなんかも子ども達はあっという間に覚えてしまいます。興味関心が

あることを子どもは手にした時に集中力があるのかなと気がします。私の時代は

パソコンも習ったこともなかったが，今，ワード・エクセルも学校で教えている

はずなので，時代が変わってきておりそれに対応する教育をやっていかなければ

いけないと感じております。 

 

○ 市長 

そのほか，いかがでしょうか。 

もし無いようであれば，以上で議題の協議を終了したいと思います。 

 

３ 諸連絡・閉会 

○ 総務課長 

議事進行ありがとうございました。 

   次第の３ 諸連絡・閉会でありますが，次回の会議の開催につきまして，ご連

絡いたします。 

児童，生徒等の生命又は身体に現に被害が生じるなど，緊急の場合には必要に

応じて会議を招集させていただきますが，通常の場合でありますと新年度に入っ

てからの開催を予定しておりますので，改めてご案内をさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

   以上をもちまして，令和元年度第１回赤平市総合教育会議を閉会といたします。

本日は，ご協議ありがとうございました。  


